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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第62期

第２四半期連結
累計期間

第63期
第２四半期連結
累計期間

第62期
第２四半期連結
会計期間

第63期
第２四半期連結
会計期間

第62期

会計期間

自平成21年
11月１日
至平成22年
４月30日

自平成22年
11月１日
至平成23年
４月30日

自平成22年
２月１日
至平成22年
４月30日

自平成23年
２月１日
至平成23年
４月30日

自平成21年
11月１日
至平成22年
10月31日

売上高（千円） 9,409,5019,911,7635,099,6765,445,81318,248,503

経常利益（千円） 644,465 751,781 408,804 445,743 954,955

四半期（当期）純利益（千円） 382,006 396,352 246,207 249,389 590,131

純資産額（千円） － － 8,525,3129,007,6218,666,934

総資産額（千円） － － 12,334,62512,924,40412,252,241

１株当たり純資産額（円） － － 1,216.701,287.581,237.83

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
55.46 57.55 35.75 36.21 85.68

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 67.9 68.6 69.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
495,298△445,050 － － 1,651,551

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△245,590△261,178 － － △453,585

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△49,611 △55,777 － － △260,006

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 440,459 416,2891,178,306

従業員数（人） － － 388 392 381

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成23年４月30日現在

従業員数（人） 392 (390)

（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（ ）内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。

(2）提出会社の状況

 平成23年４月30日現在

従業員数（人） 207 (133)

（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（ ）内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

当社グループは、食品事業の単一セグメントでありますが、当第２四半期連結会計期間の生産実績を製品等の区 

分ごとに示すと、次のとおりであります。

区分
当第２四半期連結会計期間

　　　（自　平成23年２月１日
　　　　至　平成23年４月30日）

前年同四半期比（％）

ジャム類（千円） 2,415,911 112.9

調理食品類（千円） 1,009,672 88.5

産業用加工品類（千円） 534,079 159.8

その他（千円） 121,810 72.0

合計（千円） 4,081,473 107.8

（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

当社グループは受注生産をおこなっておりませんので、該当事項はありません。

(3）販売実績

当社グループは、食品事業の単一セグメントでありますが、当第２四半期連結会計期間の販売実績を製品等の区

分ごとに示すと、次のとおりであります。

区分
当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年２月１日
　　至　平成23年４月30日）

前年同四半期比（％）

ジャム類（千円） 2,625,588 102.1

調理食品類（千円） 1,161,125 96.1

産業用加工品類（千円） 1,359,223 139.1

その他（千円） 299,875 87.4

合計（千円） 5,445,813 106.8

（注）１．主な相手先別の販売実績および当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年４月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年４月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

キユーピー株式会社 3,950,473 77.5 3,987,241 73.2

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績

  当第２四半期連結会計期間における国内経済は、海外経済の改善や各種経済政策の効果などにより景気に持ち直

しの動きがみられていましたが、東日本大震災の影響による景気の下振れや、失業率が依然として高水準にあるな

ど懸念材料も多く、厳しい状況で推移いたしました。消費者物価の下落テンポは緩やかになったものの、食品の販売

場面での低価格志向は継続しており、緩やかなデフレ状況にあります。また、原油をはじめ、砂糖や穀物類などの国

際相場は天候不順などの影響によって高騰しており、原材料の仕入れ価格の上昇に予断を許さない状況が続いてお

ります。

　このような状況のもと、当社グループは年度方針として、「１．人材育成」「２．原料起点経営」「３．コスト挑

戦」「４．営業革新」に引き続き取り組み、基盤強化と体質転換を図るとともに、「５．新商品の創出」を重要課

題と位置づけ売上の創出に努めてまいりました。今春には、ジャム類では、ジャムのカロリーを気にするお客様に向

けて「アヲハタ・カロリー50％カット」シリーズを新たに発売するとともに、「アヲハタ・55ジャム」の期間限定

品２種類を発売いたしました。また、調理食品類では、「キユーピーやさしい献立」シリーズで「おかゆ用の具」を

４種類と、「キユーピー３分クッキング パスタのためのオイルソース」シリーズで「マヨ＆ガーリック」を新た

に発売し、売り場の活性化に努めました。

　売上につきましては、東日本大震災を機に、長期常温保存が可能な加工食品の価値が再評価され、４月の需要が急

増いたしました。ジャム類全体では前年同期を上回りました。調理食品類は、「キユーピー３分クッキング パスタ

のためのオイルソース」シリーズと、「キユーピーやさしい献立」シリーズは伸長しましたが、震災の影響により

パスタソースの操業を一時停止したことなどにより、全体では前年同期を下回りました。産業用加工品類は、フルー

ツ・プレパレーションの新規受注が増加したことに加え、フルーツ原料販売も好調に推移したことにより、前年同

期を上回りました。以上の結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は54億45百万円（前年同期比6.8％増）となり

ました。

　利益につきましては、売上が堅調に推移したこと、原材料価格が一部を除いて概ね安定して推移したこと、そして

利益改善活動の継続などにより、営業利益は４億38百万円（前年同期比8.6％増）、経常利益は４億45百万円（前年

同期比9.0％増）となりました。四半期純利益は、東日本大震災に伴う災害損失40百万円を計上したことなどにより

２億49百万円（前年同期比1.3％増）となりました。

(2) 財政状態

  当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ６億72百万円増加し129億24百万円となりま

した。資産の増減の主な要因は、現金及び預金の減少７億62百万円、受取手形及び売掛金の増加７億90百万円、原材

料及び貯蔵品の増加６億15百万円などであります。

  負債合計は、前連結会計年度末に比べ３億31百万円増加し39億16百万円となりました。負債の増加の主な要因は、

支払手形及び買掛金の増加３億45百万円などであります。

　また、純資産合計は、前連結会計年度末に比べ３億40百万円増加し90億７百万円となりました。純資産の増加の主

な要因は、利益剰余金の増加３億41百万円などであります。

(3) キャッシュ・フロー

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連結会計期間

末に比べ91百万円減少し、４億16百万円となりました。

　なお、当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、84百万円（前年同期比７億80百万円の収入減少）となりました。主な増減要因

は、税金等調整前四半期純利益４億５百万円に加え、売上債権の増加６億92百万円、仕入債務の増加３億14百万円、

賞与引当金の増加１億14百万円などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果支出した資金は、１億71百万円（前年同期比93百万円の支出増加）となりました。主な要因は、有

形固定資産の取得１億69百万円などによるものであります。　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果支出した資金は、５百万円（前年同期比６億24百万円の支出減少）となりました。主な要因は、配

当金の支払５百万円などによるものであります。　
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5) 研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、64百万円であります。なお、当第２四

半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。　　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年４月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年６月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,900,000 6,900,000
東京証券取引所

（市場第二部）

・権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

・単元株式数　100株

計 6,900,000 6,900,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年２月１日　

～

平成23年４月30日

－ 6,900,000 － 644,400 － 714,563
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（６）【大株主の状況】

 平成23年４月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社中島董商店 東京都渋谷区渋谷１-４-13 1,354 19.63

キユーピー株式会社 東京都渋谷区渋谷１-４-13 1,088 15.77

株式会社ユー商会 東京都渋谷区渋谷１-４-13 800 11.59

アヲハタ持株会 広島県竹原市忠海中町１-１-25 373 5.41

廿日出　多真夫 神奈川県川崎市高津区 142 2.06

廿日出　郁夫 広島県竹原市 83 1.21

東洋製罐株式会社 東京都千代田区内幸町１-３-１ 70 1.01

中島　　周 東京都渋谷区 65 0.96

中島　千晶 東京都世田谷区 64 0.94

中島　千鶴 東京都渋谷区 64 0.93

計 － 4,105 59.51
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年４月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式
12,700 －

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,874,700 68,747同　上

単元未満株式 普通株式 12,600 － 同　上

発行済株式総数 6,900,000 － －

総株主の議決権 － 68,747 －

 

②【自己株式等】

 平成23年４月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

アヲハタ株式会社

広島県竹原市忠海

中町１-１-25
12,700 － 12,700 0.18

計 － 12,700 － 12,700 0.18

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
11月

12月
平成23年
１月

２月 ３月 ４月

最高（円） 1,352 1,390 1,380 1,370 1,369 1,362

最低（円） 1,325 1,289 1,342 1,358 1,244 1,324

（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成22年２月１日から平成22年４月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年11月１日から平成22年４月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成23年２月１日から平成23年４月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年11月１日から

平成23年４月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成22年２月１日から平

成22年４月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年11月１日から平成22年４月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成23年２月１日から平成23年４月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年11月１日から平成23年４月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年４月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 416,289 1,178,306

受取手形及び売掛金 ※2
 3,955,690

※2
 3,164,819

商品及び製品 997,629 996,676

仕掛品 37,294 47,821

原材料及び貯蔵品 2,377,448 1,762,112

その他 307,136 289,753

貸倒引当金 △20,020 △16,635

流動資産合計 8,071,468 7,422,856

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 1,671,218

※1
 1,724,078

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 985,666

※1
 943,339

土地 1,324,662 1,324,662

その他（純額） ※1
 88,139

※1
 64,768

有形固定資産合計 4,069,687 4,056,848

無形固定資産 59,360 67,032

投資その他の資産

投資有価証券 390,984 396,930

その他 338,160 313,906

貸倒引当金 △5,256 △5,331

投資その他の資産合計 723,888 705,505

固定資産合計 4,852,936 4,829,385

資産合計 12,924,404 12,252,241

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,429,436 2,083,955

未払法人税等 296,541 216,901

賞与引当金 243,256 275,894

役員賞与引当金 3,802 5,745

その他 422,023 559,364

流動負債合計 3,395,059 3,141,860

固定負債

退職給付引当金 386,248 364,299

資産除去債務 58,895 －

その他 76,580 79,147

固定負債合計 521,724 443,447

負債合計 3,916,783 3,585,307
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年４月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年10月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 644,400 644,400

資本剰余金 714,594 714,594

利益剰余金 7,454,159 7,112,905

自己株式 △13,345 △13,195

株主資本合計 8,799,808 8,458,704

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 67,893 71,310

繰延ヘッジ損益 108 △4,659

評価・換算差額等合計 68,002 66,650

少数株主持分 139,810 141,578

純資産合計 9,007,621 8,666,934

負債純資産合計 12,924,404 12,252,241
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年11月１日
　至　平成22年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年11月１日
　至　平成23年４月30日)

売上高 9,409,501 9,911,763

売上原価 7,816,187 8,265,915

売上総利益 1,593,314 1,645,847

販売費及び一般管理費 ※
 952,494

※
 903,195

営業利益 640,820 742,652

営業外収益

受取利息 191 238

受取配当金 2,371 2,521

受取賃貸料 12,300 12,198

その他 1,710 5,404

営業外収益合計 16,574 20,362

営業外費用

支払利息 1,293 89

賃貸費用 7,357 7,076

固定資産除却損 4,125 3,889

その他 151 177

営業外費用合計 12,928 11,233

経常利益 644,465 751,781

特別利益

貸倒引当金戻入額 74 74

特別利益合計 74 74

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 53,712

災害による損失 － 40,387

投資有価証券評価損 284 460

特別損失合計 284 94,559

税金等調整前四半期純利益 644,256 657,296

法人税、住民税及び事業税 242,236 292,897

法人税等調整額 11,236 △30,930

法人税等合計 253,472 261,966

少数株主損益調整前四半期純利益 － 395,330

少数株主利益又は少数株主損失（△） 8,776 △1,022

四半期純利益 382,006 396,352
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成22年２月１日
　至　平成22年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成23年２月１日
　至　平成23年４月30日)

売上高 5,099,676 5,445,813

売上原価 4,228,089 4,535,555

売上総利益 871,587 910,258

販売費及び一般管理費 ※
 467,463

※
 471,576

営業利益 404,123 438,681

営業外収益

受取利息 190 237

受取配当金 1,964 2,062

受取賃貸料 6,148 6,097

その他 602 2,619

営業外収益合計 8,905 11,017

営業外費用

支払利息 680 53

賃貸費用 3,429 3,503

固定資産除却損 － 299

その他 114 99

営業外費用合計 4,224 3,955

経常利益 408,804 445,743

特別損失

災害による損失 － 40,387

投資有価証券評価損 284 －

特別損失合計 284 40,387

税金等調整前四半期純利益 408,520 405,356

法人税、住民税及び事業税 206,673 231,919

法人税等調整額 △45,964 △70,903

法人税等合計 160,708 161,016

少数株主損益調整前四半期純利益 － 244,340

少数株主利益又は少数株主損失（△） 1,604 △5,049

四半期純利益 246,207 249,389
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年11月１日
　至　平成22年４月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年11月１日
　至　平成23年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 644,256 657,296

減価償却費 224,573 231,696

賞与引当金の増減額（△は減少） △38,635 △32,638

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △4,535 △1,942

退職給付引当金の増減額（△は減少） 20,547 21,948

貸倒引当金の増減額（△は減少） 331 3,310

受取利息及び受取配当金 △2,563 △2,760

支払利息 1,293 89

有形固定資産除却損 4,125 3,889

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 53,712

投資有価証券評価損益（△は益） 284 460

売上債権の増減額（△は増加） △67,242 △790,870

たな卸資産の増減額（△は増加） 127,807 △605,761

仕入債務の増減額（△は減少） △28,776 345,480

その他の流動資産の増減額（△は増加） △51,705 △10,656

その他の流動負債の増減額（△は減少） △79,489 △137,969

その他 △6,499 △10,221

小計 743,773 △274,935

利息及び配当金の受取額 2,563 2,760

利息の支払額 △1,274 △83

役員退職慰労金の支払額 △4,339 △285

法人税等の支払額 △251,709 △180,867

その他の収入 6,286 8,360

営業活動によるキャッシュ・フロー 495,298 △445,050

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △241,514 △269,186

無形固定資産の取得による支出 △2,565 △1,765

有形固定資産の売却による収入 26 2,639

投資有価証券の取得による支出 △2,122 △123

投資有価証券の売却による収入 341 －

その他 242 7,257

投資活動によるキャッシュ・フロー △245,590 △261,178

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △59 △150

配当金の支払額 △47,151 △54,827

少数株主への配当金の支払額 △2,400 △800

財務活動によるキャッシュ・フロー △49,611 △55,777

現金及び現金同等物に係る換算差額 1 △9

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 200,097 △762,016

現金及び現金同等物の期首残高 240,361 1,178,306

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 440,459

※
 416,289
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年11月１日
至　平成23年４月30日）

会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業

会計基準第18号　平成20年３月31日）および「資産除去債務に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を

適用しております。

　これにより、営業利益は397千円、経常利益は578千円および税金等調整前

四半期純利益は54,290千円減少しております。また、当会計基準等の適用開

始による資産除去債務の変動額は58,773千円であります。

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年11月１日
至　平成23年４月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当

第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年４月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当

第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年11月１日
至　平成23年４月30日）

棚卸資産の評価方法 　棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却

価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。　　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成23年４月30日）

前連結会計年度末
（平成22年10月31日）

１．

※１．有形固定資産の減価償却累計額は6,532,555千円で

あります。

２．偶発債務　

　保証債務　

　下記保証先の金融機関からの借入金に対して連帯保証

しております。

　（被保証者） 　　（保証金額）

杭州丘比食品有限公司 7,455千円

合計 7,455千円

３．

※２．四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい

ては、手形交換日をもって決済処理しております。な

お、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日

であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が当第２四半期連結会計期間末残高に含まれておりま

す。

受取手形 25,205千円

　

１．

※１．有形固定資産の減価償却累計額は6,303,127千円で

あります。

２．偶発債務　

　保証債務　

　下記保証先の金融機関からの借入金に対して連帯保証

しております。

　（被保証者） 　　（保証金額）

杭州丘比食品有限公司 7,350千円

合計 7,350千円

３．

※２．連結会計年度末日満期手形の会計処理については、

手形交換日をもって決済処理しております。なお、当連

結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の

連結会計年度末日満期手形が当連結会計年度末残高に

含まれております。

　

受取手形 7,863千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年11月１日
至　平成22年４月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年11月１日
至　平成23年４月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目および金額は

次のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目および金額は

次のとおりであります。

運送費及び保管料 197,037千円

給与手当 232,751千円

賞与引当金繰入額 58,375千円

役員賞与引当金繰入額 1,228千円

退職給付引当金繰入額 31,821千円

貸倒引当金繰入額 406千円

研究開発費 129,216千円

運送費及び保管料 188,276千円

給与手当 227,217千円

賞与引当金繰入額 62,231千円

役員賞与引当金繰入額 3,802千円

退職給付引当金繰入額 32,109千円

貸倒引当金繰入額 3,385千円

研究開発費 131,952千円

前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年４月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年４月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目および金額は

次のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目および金額は

次のとおりであります。

運送費及び保管料 87,917千円

給与手当 115,978千円

賞与引当金繰入額 26,991千円

役員賞与引当金繰入額 677千円

退職給付引当金繰入額 16,025千円

貸倒引当金繰入額 803千円

研究開発費 64,988千円

運送費及び保管料 105,798千円

給与手当 112,156千円

賞与引当金繰入額 28,807千円

役員賞与引当金繰入額 1,901千円

退職給付引当金繰入額 16,220千円

貸倒引当金繰入額 3,495千円

研究開発費 64,981千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年11月１日
至　平成22年４月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年11月１日
至　平成23年４月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係　

（平成22年４月30日現在） （平成23年４月30日現在）

現金及び預金勘定 440,459千円

現金及び現金同等物 440,459千円

現金及び預金勘定 416,289千円

現金及び現金同等物 416,289千円

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年４月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年11月１日　至　

平成23年４月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  6,900,000株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 12,782株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項 

(1）配当金支払額

　決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年１月27日

定時株主総会
普通株式 55,098 8.00平成22年10月31日平成23年１月28日利益剰余金

 

(2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

　決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月９日

取締役会
普通株式 51,654 7.50平成23年４月30日平成23年７月８日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成22年２月１日　至平成22年４月30日）

　食品事業の売上高、営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める割合がいず

れも90％超であるため、記載を省略しております。

 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年11月１日　至平成22年４月30日）

　食品事業の売上高、営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める割合がいず

れも90％超であるため、記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成22年２月１日　至平成22年４月30日）

　本邦以外の国または地域に所在する連結子会社および在外支店はないため該当事項はありません。

 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年11月１日　至平成22年４月30日）

　本邦以外の国または地域に所在する連結子会社および在外支店はないため該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成22年２月１日　至平成22年４月30日）

　海外売上高は連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年11月１日　至平成22年４月30日）

　海外売上高は連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

　

【セグメント情報】

　当第２四半期連結累計期間（自平成22年11月１日　至平成23年４月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

平成23年２月１日　至平成23年４月30日）

　当社グループは、食品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21

年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　

平成20年３月21日）を適用しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成23年４月30日）

前連結会計年度末
（平成22年10月31日）

１株当たり純資産額 1,287.58円 １株当たり純資産額 1,237.83円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年11月１日
至　平成22年４月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年11月１日
至　平成23年４月30日）

１株当たり四半期純利益金額 55.46円 １株当たり四半期純利益金額 57.55円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年11月１日
至　平成22年４月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年11月１日
至　平成23年４月30日）

四半期純利益（千円） 382,006 396,352

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 382,006 396,352

期中平均株式数（株） 6,887,634 6,887,255

 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年４月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年４月30日）

１株当たり四半期純利益金額 35.75円 １株当たり四半期純利益金額 36.21円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年４月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年４月30日）

四半期純利益（千円） 246,207 249,389

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 246,207 249,389

期中平均株式数（株） 6,887,623 6,887,223

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

　平成23年６月９日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　　51,654千円

(ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　７円50銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　平成23年７月８日

(注）平成23年４月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いをおこないます。

 

EDINET提出書類

アヲハタ株式会社(E00503)

四半期報告書

21/24



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年６月14日

アヲハタ株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 櫻井 　均　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 阿部 純也　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアヲハタ株式会社の

平成21年11月１日から平成22年10月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年２月１日から平成22年

４月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年11月１日から平成22年４月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アヲハタ株式会社及び連結子会社の平成22年４月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年６月13日

アヲハタ株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 櫻井 　均　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 阿部 純也　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアヲハタ株式会社の

平成22年11月１日から平成23年10月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年２月１日から平成23年

４月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年11月１日から平成23年４月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アヲハタ株式会社及び連結子会社の平成23年４月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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